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日頃から、中部地方整備局の防災に関す

る業務に対し、ご支援ご協力を賜り厚くお

礼申し上げます。 

 

防災エキスパートの皆様には、水防演習

や防災訓練への参加、重要水防箇所の合同

巡視、意見交換会等、さまざまな活動を通

じて貴重なご意見を頂き、感謝しておりま

す。 

 

今年は新型コロナウイルスの影響から、例年、年度初めや出水期前に行う意見交換会

や訓練・演習などが延期あるいは中止され、防災エキスパートの皆様と意見交換する機

会を確保できませんでしたが、一方で災害は待ってくれません。できる限りの準備をし

て備えていきたいと考えています。 

 

さて、昨年も全国各地で大きな災害が発生しました。特に、令和元年東日本台風（台

風 19 号）では、気象庁から「狩野川台風に匹敵する～」との注意喚起が行われるとと

もに、東北、関東、北陸地整管内の直轄河川で 12 箇所の堤防決壊が発生するなど、広

い範囲で「激甚な被害」を受けました。中部地整管内でも狩野川流域で内水や支川の氾

濫で多くの被害が発生するなど、あと少し雨量が多くなれば、あと少し強い雨が降って

いれば、堤防からの越水あるいは決壊という事態になったかもしれません。 

 

災害の様相が変わりつつあり、また昨年の房総半島台風（台風 15 号）のように社会

への影響も多様になってきています。近い将来発生が想定されている南海トラフ巨大地

震や計画規模を超えるような洪水等への対応に備えていかなければなりません。 

 

一方で整備局・事務所とも人員は減少し、災害対応の経験者も少なくなってきている

ことから、防災エキスパートの皆様の豊富な知識や経験、技術力のお力添えをいただき

ながら、整備局と中部地域づくり協会が連携して、地域の安全・安心に貢献できるよう

精一杯取り組んでいきたいと思いますので、引き続き皆様のご協力をお願い申し上げま

す。 

 

第 23 号 

２０２０年９月 

挨 拶   ～ 中部地方整備局 総括防災調整官 國村 一郎 ～  

國村 一郎 総括防災調整官  
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令和２年度は、コロナ感染予防対策として三密を回避するため、資料を送付すること

により情報提供させていただきます。 

 

・地区別会議の開催単位につきましては、少数での開催、ブロックでの開催など、臨機

に対応をお願いします。 

・整備局の出張所など出先の要員が不足していること、出水時巡視の委託状況の変化等

ありますが、防災エキスパートが現場に行くなど職員の代わりとしての支援ではなく、

助言やサポートの支援が基本となるよう注意していきます。 

・国交省を退職した方が積極的に登録して頂くように、整備局・事務局ともに働きかけ

をします。   

地区代表・世話役会議  
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出水期を前に、各河川における重要水防箇所の合同巡視が行われ、各地区の防災エキ

スパートが参加しました。 

 

  

５月２7 日（月）宮 川 9 名 奥川 佐、川本 正和、 

長澤 宏和、和田 光広、藤田 孝志、 

積木 優、古谷 清、大野 克典、 

        浅井 弘悟 

２８日（火）鈴鹿川１１名 奥川 佐、中西 三男、 

服部 辰美、水谷 正美、渡瀬 伸、 

梶川 利満、作田 豊彦、谷口 孝司、 

古谷 清、大野 克典、浅井 弘悟 

２９日（水）櫛田川 7 名 奥川 佐、稲垣 秀昭、 

小倉 親、北川 公久、谷口 孝司、 

古谷 清、堀江 勝樹 

３０日（木）雲出川 8 名 岡田 昌之、奥川 佐、 

佐藤 久則、水守 安二、古谷 清、 

堀江 勝樹、大野 克典、浅井 弘悟 

 

 

 

 

５月２8 日（火）狩野川 3 名 鈴木 守、佐野 純一、 

            茶山 満 

２9 日（金）狩野川 ４名 鈴木 守、茶山 満、 

工藤 隆、長島 郁夫 

 

 

 

 

６月 25 日（月）豊 川 5 名 長嶋 佳孝、鈴木 信広、 

和田 一、小林 智、大森 正昭 

６月 27 日（木）矢作川 6 名 藤枝 政男、柴田 博、 

長嶋 佳孝、深谷 壽久、小林 智、 

大森 正昭 

令和元年度の活動記録 ～ 防災エキスパート ～  

 

 

 

※ すべて敬称略 

○河川重要水防箇所合同巡視に参加 
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○洪水対応演習・防災訓練に参加 

 

この演習・訓練は、豊川及び矢作川における洪水被害、三河港・衣浦港における

高潮被害、矢作川流域における土砂災害等を想定し、水防関係者の水防技能の習熟

と、防災関係機関が相互に連携した複合型災害に対する各種訓練による、防災体制

の確立を図ることを目的に実施されました。 

三河地区から５名の防災エキスパートが参加し、堤防点検報告と水防体験の指導

を行いました。 

【開催日時】 

令和元年 5 月 19 日（日）9:00～12:00 

【実施場所】 

矢作川右岸豊田大橋河川敷（豊田市白浜公園） 

 

。  

 

発生が危惧される南海トラフ巨大地震や毎年のように襲来する台風や頻発する

異常気象による集中豪雨等の自然災害の発生を想定し、洪水による被害防止や被害

軽減のため水防工法等の訓練が令和元年 11 月 1 日(金)鈴鹿川緑地で行われまし

た。当日の水防工法訓練には３名の方々に水防工法の助言をして頂きました。 
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各事務所で意見交換会が開催されました！ 

令和元年度に各地区にて行われた、事務所との意見交換会の様子は以下のとおりです。 

顔の見える関係が、いざという時のスムーズな活動の第一歩になると思います。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

開催名称 開催場所 実施日 関係事務所等 参加人数 

岐阜地区 木曽川上流河川事務所 R 元. 5.31 木曽上,越美 15 

多治見 多治見砂防国道事務所 R 元. 8. 8 多治見 10 

静岡県西部地区 浜松河川国道事務所 R 元.10. 1 浜松河川国道事務所 19 

静岡河川事務所 静岡河川事務所 R 元.10. 3 静岡河川事務所 13 

三重ブロック 北勢国道事務所 R 元.10. 3 北勢,木曽下,三重,紀勢 25 

長島ﾀﾞﾑ 長島ﾀﾞﾑ管理所 R 元.11.13 長島ﾀﾞﾑ管理所 6 

沼津河川国道 沼津河川国道事務所 R 元.11.27 沼津河川国道事務所 7 

          

        計 95 

○各事務所との意見交換会 ～防災エキスパート～ 

岐阜・越美砂防エキスパート 

意見交換会 
浜松エキスパート意見交換会 多治見エキスパート意見交換会 

沼津エキスパート意見交換会 

静岡河川エキスパート意見交換会 三重ブロックエキスパート意見交換会 長島ダムエキスパート意見交換会 
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出水期を前に、各地域・各河川等において水防訓練や重要水防箇所の合同巡視などが

行われます。 

防災エキスパートの皆様には、事務局支部や地区代表をつうじてお知らせがありま

したらぜひ参加をお願いいたします。 

 

  

令和２年度 河川合同巡視（沼津河川事務所） 

６月８日（月）狩野川 １名 茶山 満 

６月９日（火）狩野川 ５名 工藤 隆、佐野 純一、長尾 和男、長島 郁夫、山住 和恵 

令和２年度 河川合同巡視（豊橋河川事務所） 

６月 16 日（火）矢作川 ６名 稲垣 卓也、柴田 博、長嶋 佳孝、藤枝 政男、新髙 庸介、白木 久也 

６月 17 日（水）豊 川 ５名 倉島 佐喜夫、長嶋 佳孝、牧野 正博、松岡 博、白木 久也 

※ すべて敬称略 
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歪みの蓄積 

陸のﾌ゚ ﾚー ﾄ 海のﾌ゚ ﾚー ﾄ 

ひきずり込み 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

発刊：中部地方防災エキスパート運営支援事務局 

（一社）中部地域づくり協会 企画技術部 

名古屋市中区丸の内三丁目５番１０号 名古屋丸の内ビル 8階 

TEL052-962-2227 FAX052-950-1178 

～  防災エキスパート会員登録状況 ～ 
令和２年４月１日現在  ３４7 名 

加入・退会、勤務先等変更のある方は、下記事務局までご連絡下さい。 

平成 31 年 3 月 29

日気象庁では、「防災対

応検討ワーキンググル

ープ」の報告書を踏ま

え、南海トラフ沿いで

発生した異常な現象の

観測結果や分析結果を

発表する情報の名称を

決定しました。 

「南海トラフ
地震に関連す
る情報」の名
称について 


